
　

平
成
12
年
11
月
、「
地
域
に
根
ざ
し
た
社
会
福
祉
」
を
法
人
理
念
に
「
社

会
福
祉
法
人
大
三
島
育
徳
会
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
14
年
４
月
に

は
基
幹
施
設
で
あ
る
「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

博
水
の
郷
」
の
事
業
を

開
始
し
ま
し
た
。
以
来
、
地
域
の
み
な
さ
ま
に
支
え
ら
れ
て
、
当
法
人
は

事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
世
田
谷
区
鎌
田
、
玉
川
、
喜
多
見
地
区
内
に
高
齢
者
施
設
、
知

的
障
害
者
施
設
合
わ
せ
て
８
事
業
所
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
当
法
人
が
地

域
で
担
う
べ
き
「
役
割
」
が
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
「
博
水
の
郷
」「
玉
川
福
祉
作
業
所
」
な

ど
法
人
内
の
事
業
所
と
比
べ
て
「
大
三
島
育
徳
会
」
の
社
会
福
祉
法
人
と

し
て
の
知
名
度
は
低
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
当
法
人
へ

の
知
名
度
を
高
め
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
広
報
誌
「
せ
せ
ら

ぎ
」
を
創
刊
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
当
法
人
の
「
存
在
」
と
「
役

割
」
を
み
な
さ
ま
に
よ
り
深
く
知
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

社
会
福
祉
法
人
は
一
般
企
業
と
異
な
り
、
公
共
性
、
非
営
利
性
、
安
定

性
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
特
性
を
十
分
に
生
か
し
て
、
大
三
島
育
徳
会

は
「
地
域
の
総
合
福
祉
拠
点
」
で
あ
り
つ
づ
け
る
こ
と
を
お
約
束
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
創
刊
に
あ
た
り
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
広
報
委
員
会
ほ
か
関
係

者
の
み
な
さ
ま
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
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昨
年
、「
社
会
保
障
制
度
改
革
国
民
会
議
」「
社
会
福
祉
法
人
の
在
り
方
等

に
関
す
る
検
討
会
」、「
規
制
改
革
会
議
」
な
ど
に
お
い
て
社
会
福
祉
法
人
に

対
す
る
厳
し
い
批
判
や
指
摘
が
続
き
ま
し
た
。
社
会
福
祉
法
人
が
税
制
優
遇
、

補
助
金
の
交
付
を
う
け
る
に
値
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
世
の

中
の
見
方
が
強
く
な
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
３
月
に
は
厚
生
労
働
省

が
社
会
福
祉
法
人
に
対
し
て
社
会
貢
献
事
業
の
実
施
を
義
務
化
す
る
こ
と
を

公
表
し
ま
し
た
。
来
年
４
月
か
ら
の
実
施
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
地
域
に
は
独
居
の
高
齢
者
、
高
齢
者
の
み
世
帯
、
障
害
者
と
高
齢

者
の
世
帯
、
母
子
・
父
子
家
庭
な
ど
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
生
活

困
窮
、
低
所
得
、
社
会
的
孤
立
な
ど
の
状
況
が
か
ら
む
な
ど
多
様
で
複
雑
な

福
祉
ニ
ー
ズ
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
当
法
人
は
創
設
以
来
、
蓄
積
し
て
き
た

人
材
、
営
業
拠
点
網
、
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
な
ど
あ

ら
ゆ
る
経
営
資
源
を
活
用
し
て
こ
う
し
た
ニ
ー
ズ
に
積
極
的
に
応
え
て
い
こ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。
社
会
福
祉
法
人
の
役
割
と
し
て
、
地
域
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
な
る
べ
く
、
み
な
さ
ま
か
ら
見
え
る
形
で
社
会
貢
献
事
業
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
、
こ
の
法
人
広
報
誌
「
せ
せ
ら
ぎ
」
を
通
じ
、
み
な
さ
ま
に
当
法
人

が
果
た
し
て
い
る
役
割
の
重
要
性
、
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
広
く
知
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
最
後
に
、
創
刊
に
あ
た
り
ご
尽
力
い

た
だ
い
た
広
報
委
員
会
委
員
ほ
か
関
係
者
の
み
な
さ
ま
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
入
社
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
我
々
法

人
は
入
社
を
心
よ
り
歓
迎
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
贈
り
た
い
言
葉
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す

が
、一
つ
上
げ
る
と
す
れ
ば
「
心
」
と
「
技
術
」
で
す
。

皆
さ
ん
が
携
わ
る
職
場
は
、こ
の
２
つ
（
心
と
技
術
）

が
業
務
遂
行
す
る
上
で
欠
か
せ
な
い
両
輪
で
す
。
心

が
ま
ず
あ
り
き
と
思
い
が
ち
で
す
が
、
心
を
実
現
す
る
裏
打
ち
さ
れ
た
技
術
は
大
切
で
す
。
是
非
技

術
を
高
め
る
努
力
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

紙
面
の
都
合
で
一
つ
だ
け
、
鎌
倉
時
代
の
僧
侶
「
忍に
ん

性し
ょ
う」

の
話
を
贈
り
ま
す
。
奈
良
で
僧
侶
の

勉
強
を
し
て
い
た
忍
性
は
、
そ
の
師
叡え
い
そ
ん尊

か
ら
勉
強
す
る
よ
う
に
言
わ
れ
ま
す
。
忍
性
は
奈
良
東
大

寺
近
く
に
あ
る
般
若
寺
の
住
職
で
す
。
一
生
懸
命
勉
強
し
ま
す
が
、
現
実
を
直
視
し
た
結
果
、
叡
尊

と
違
う
道
を
歩
み
実
践
へ
と
入
り
ま
す
。
そ
し
て
、
ハ
ン
セ
ン
病
の
人
達
の
看
護
・
介
護
を
し
ま
す
。

彼
ら
を
寺
近
く
に
住
ま
わ
せ
、
さ
ら
に
担
い
で
毎
日
奈
良
坂
を
降
り
東
大
寺
前
門
ま
で
連
れ
て
行
き

ま
す
。
帰
り
も
お
ぶ
っ
て
北
山
ま
で
帰
り
ま
す
。
社
会
と
の
接
点
を
保
ち
続
け
さ
せ
る
の
で
す
。
感

染
に
つ
い
て
何
も
わ
か
ら
な
い
時
代
に
う
つ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
偏
見
の
中
で
彼
は
そ
れ
を
実

行
し
ま
す
。
そ
の
気
持
ち
は
強
く
尊
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
影
響
を
受
け
る
師
、
仲
間
・
友
人
等
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
忍
性
は
す
ご
く
勉
強
し
、

強
い
意
志
を
持
ち
続
け
ま
す
。
そ
こ
に
裏
打
ち
さ
れ
た
技
術
を
見
逃
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん

が
働
き
や
す
い
環
境
を
と
も
に
創
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
法
人
役
員
だ
け
で
は
で
き
ま
せ
ん
、
ぜ

ひ
協
力
し
て
く
だ
さ
い
。
と
も
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。　

社
会
福
祉
法
人
の
果
た
す
役
割

強
い
意
志
と
確
か
な
技
術

常
務
理
事
統
括
本
部
長
　
田
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　平成20年より玉川福祉作業所では、青森県八戸市の『社
会福祉法人道友会・青森ワークキャンパス』から「りん
ごジュース・天下一品味噌」などの委託販売を行ってい
ます。また、毎年青森ワークキャンパスの利用者・職員が、
玉福まつりに参加して、B級グルメで有名な「八戸せん
べい汁」を販売してくれます。一方、玉川福祉作業所か
ら利用者の代表が青森の祭りに参加し、自主生産品の販
売を行うなど、相互に顔の見える交流を進めてきました。
　東日本大震災発生後には、利用者会を中心に募金・寄
付金・イベント売上金の一部や法人からの寄付金を合わ
せ、義援金として（社福）道友会を通じて八戸市に寄贈

　博水の郷では年間を通して多種多様のボランティアの
方々にご協力いただいております。

＜ 喫茶コーナー＞　楽しい会話をしながら、飲み物やお
菓子を提供して下さいます。
● 活動ボランティアグループ…「さくらの会」・「コスモ
スの会」・「グループ joy」・「たけのこの会」

＜ 紙芝居＞　紙芝居やハーモニカに合わせてご利用者と
一緒に歌って盛り上がっています。毎回折り紙作品の
プレゼントをご利用者が楽しみにしています。
●活動ボランティアグル―プ…「紙芝居ろくべい」

＜ 傾聴＞　懐かしい歌を歌ったり、ご利用者の若いころ
の思い出話に花を咲かせたり、ご利用者との会話を楽
しんでいただいています。
●活動ボランティアグループ…「もみじ」・「11会」

＜ 車イスダンス＞　車イスを使用されている方と手を取
り合って歌いながら踊り、楽しい時間を過ごしていた
だいています。
●活動ボランティアグループ…「車イスダンスの会」

＜ 歌＞　いつも笑いあり、涙ありの感動的な時間をいた
だいています。
●活動ボランティアグループ…「歌クラブ」

してきました。さらに、昨年 7月に宿泊行事として青森
ワークキャンパスを訪問した際、八戸副市長立会いで道
友会と大三島育徳会の両法人で「災害緊急時等における
相互支援協定」を締結しました。
　今年 3月には、その協定内容を具現化すべく「第 1回
相互支援会議」を開催し、今後の組織間の活動計画策定
に入りました。全国的にも遠隔地の法人間でこのような
災害時の援助締結をしている例は少ないと聞いています
が、あらゆる災害を想定しながら相互支援に取り組んで
いきたいと考えています。

　その他、絵手紙、華道、陶芸クラブの先生方はご利用
者のペースに合わせて楽しい作品作りのサポートをして
下さいます。
　ご利用者の作品は、秋の「博水の郷文化祭」に展示し、
来場者の方々の目を楽しませています。
　日常生活においてもボランティアの方々がお手伝いし
てくれています。衣類のネーム付、オセロ将棋のお相手、
シーツ交換、季節ごとのコンサートなどです。
　近隣の保育園児の訪問も楽しみの一つです。
　年に一度、ボランティアの方々への日頃の感謝の気持
ちを込めて「懇親会」を開催しています。
　今後も皆様のお力をお
借りして、「博水の郷」を
盛り上げていけたらと
思っています。よろしく
お願い致します。

　　　

3

「災害緊急時等における相互支援協定」の締結

地域との関わり（ボランティアとの関わり）

利用者役員の記念品交換

ダンスクラブ

ボランティア

青森・玉福利用者交流会
川道襄司理事長と社会福祉法人道友会
田中英雄理事長との締結文書の交換

せせらぎ
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4

１
、
経
営
の
安
定
化

　

平
成
26
年
度
は
常
に
新
規
利
用
者
の
確

保
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
統
括
本
部

が
設
定
し
た
目
標
に
対
し
て
、
高
齢
者
支

援
局
が
行
動
計
画
を
策
定
し
、
毎
月
の
経

営
戦
略
会
議
に
お
い
て
成
果
を
測
定
・
評

価
後
、
計
画
を
修
正
し
て
い
く
と
い
う

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
実
施
す
る
。
一
方
、

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
に
お
け
る
経
営
の

安
定
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
確
保
が
大

前
提
と
な
る
。
人
材
対
策
室
と
と
も
に
リ

ク
ル
ー
ト
、
法
人
内
の
取
得
予
定
者
へ
の

支
援
に
尽
力
す
る
。

２
、
新
規
事
業
の
創
設

　

地
域
の
収
益
事
業
用
地
所
有
者
に
土
地

の
有
効
活
用
と
し
て
、
認
知
症
高
齢
者
の

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
知
的
障
害
者
の
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
を
併

設
し
た
施
設
の
賃
貸
事
業
を
提
案
し
て
い

く
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
施
設
に
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
役
立
つ
制
度
外

の
事
業
を
盛
り
込
む
。
た
と
え
ば
、
多
世

代
交
流
、
認
知
症
カ
フ
ェ
、
総
合
生
活
相

談
な
ど
。
ま
た
、
大
蔵
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
用
い
て
、
老
朽
化
し
た
木
造

ア
パ
ー
ト
な
ど
の
地
域
の
既
存
住
宅
ス

ト
ッ
ク
を
生
か
し
た
低
所
得
者
向
け
地
域

貢
献
事
業
を
創
設
し
て
い
く
。

３
、
大
蔵
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進

　

昨
年
立
ち
上
げ
た
大
蔵
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
「
タ
ガ
ヤ
セ
大
蔵
」
が
８
月
か
ら
事
業

を
開
始
す
る
予
定
で
あ
る
。
事
業
の
柱
で

あ
る
小
規
模
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
つ
い

て
は
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
認
知
症

介
護
予
防
な
ど
に
効
果
が
期
待
さ
れ
る
メ

ニ
ュ
ー
を
計
画
す
る
。
地
域
貢
献
事
業
に

つ
い
て
は
認
知
症
カ
フ
ェ
、
多
世
代
交
流

の
場
の
提
供
を
予
定
し
て
い
る
が
、
そ
れ

以
外
の
利
用
方
法
も
探
る
必
要
が
あ
る
。

町
会
、
隣
接
す
る
大
蔵
団
地
自
治
会
、
区

内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
へ
「
タ
ガ
ヤ

セ
大
蔵
」
の
周
知
活
動
を
す
る
。
改
修
工

事
が
終
わ
り
し
だ
い
内
覧
会
を
実
施
し
広

く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

４
、
法
改
正
に
つ
い
て
の
情
報
収
集

　

平
成
27
年
４
月
に
は
改
正
介
護
保
険
法
、

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
が
施
行
さ
れ
る
。

特
に
、
介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
介
護

給
付
が
地
域
支
援
事
業
へ
移
行
す
る
こ
と

に
つ
い
て
の
情
報
収
集
が
必
要
に
な
る
。

事
業
主
体
が
国
か
ら
市
町
村
へ
移
行
す
る

に
と
も
な
い
、
事
業
内
容
、
利
用
料
、
移

行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
が
市
町
村
の
選
択

と
な
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
予

防
給
付
を
受
け
て
い
る
高
齢
者
が
急
に

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
可
能
性

を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
法
改
正

に
関
す
る
情
報
収
集
を
行
う
た
め
、
東
京

都
社
会
福
祉
協
議
会
を
は
じ
め
行
政
な
ど

が
実
施
す
る
研
修
に
積
極
的
に
参
加
す
る
。

平成26年度事業計画の骨子　高齢者支援局

せせらぎ

◆資格取得について

　私たちは昨年度より研修委員会を立ち上げ、内部研修に力を
入れてきました。それが功を奏して 6名の職員が介護福祉士に
合格しました。介護の経験、知識の証しがこの資格なので、日々
の積み重ねが結びついたと感じました。取得したことに満足せ
ず、これを最大限に活かして利用者の満足度につなげていきた
いと思います。

◆介護福祉士

◆障害程度区分認定調査員

◆第一号職場適応援助者

◆精神保健福祉士

◆知的障害者援助専門員

酒井和久､ 平沢保奈美､ 齋藤友章､
土屋　慶､ 山口ゆかり､ 上原美果

　　　　　　　阿久沢佐喜子

　　　　　　　飯岡一也

　　　　　　　加藤浩之

　　　　　　　竹林深雪


